
ばじめに

絵本の表記法K闘する検討と捷笑

幼児の読みの学習過程に即して

首 藤 久 ぎ廷

日本語の文章表記は、普通、漢字かなまじめ文ア行なわれているが、桧本では、たいてレ玉、ひら

がな文で表記(印刷)されている n ぞはし子~ë もの読みが念頭に置かれているかムであろう。

絵本の文字は、訟と左が、子Fもに読んであげるためのメディア止在っているが、[司時に平ども

からも見られたり読まれた hする対象と在って凶る。子どもは、絵本を読んアもらったに手にと

って見たりしているうちに文字の存在に気づ〈口そして、それを読んでくれるよ巧にせがむ。その

うち、自分アも読む真似を始める白タイトル字在ど、如、出語につ凶ては、正しく読めるよ今にも在

る口その今ち、 1字 1字に鞠味を示すよ今に右:り、「あっとの字は H の"だJとか、「との字在に

? J在どとい今よ弓になる。そのようにして、またたく間に数十のひらが左を覚えてしまいとんど

は、文章をたrたどしく読むようになる O ……とレヨうふうに。(とのプロセスにつ凶ては、本論稿
1 1誌に沿いて務理して示すミ)

Tぎに、「平ども去文字去のふれ合凶は、そして生涯にわたる文字とのつ含合同ば絵本によって

注 1
絵本の中ア発芽し、開花する J のである。その意味で、「絵本が女字守活に進む最良の友であ
λ主2

るJt 止いえるのである。

そのよ今に杷えなかす去、絵本の文字のあり方(表記法)が、新た在意味を持って浮び上がって

くる口つまり、読んでやる;t.，.t.-なにとってだけでなく、読んでもらいながら自分でもたどたどしく

読み始める平rもにとって絵本の表記法がrう?をってM るかというととが間続止在るのである口
そとで、実際に絵本を見てみると、ひらがを文左ので、:t.，.となが読むには、ほとんど何の困難も

感じられ在いものばかりであるが、しかし、とれから文字を覚えようとする子どもや、だんだん読

みに習熟しつつある平どものととを考えるならば、もう少し配患・工夫が左手れてもよいと感じら

れるものがいくつか見つかる口

例えば、「す h っち j、「し ちゅー」などは‘もともと、促音や、劫寺中長音の表

記止してi摺離性を学んで凶る表記であるのに、その上、印刷上の配慮不足が見られる例である。ま

た、 「へJを行の最後に置しqて、炊の行で「レ1わJ止表記して凶るものも、志?と在在らば、す〈・に

「平和Jと読み取れるであろうが、子どもにとっては、不親切な表記である口(語の読み取りをテ

ストした夕、 ドリノレ的に練習させたbするため、というならば話は別であるが、私は、絵本はそれ

とは根本的に異る万向性を持っていると考える。絵本にとって大切なのは‘それを楽しんで読むと

い行ととであって、語の読み取りの力はその結果として出てくるもの左のである。したがって、私

は、絵本の表記法は、できるだけ、子どもに親切であるべきだと考えているJ

そむよう 7まものは、ほかにもある。同じ長音の表記でも絵本によって「台う-tr.J、「長ぅ-

~j 、「がおーいJ-rなーレョJ、「本?な台いJe¥./"loく通りもあったり、「な-tr.Jのr-J
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と同じものが同じ頁で間を持たぜる符号として使われて¥.t">たり、 ?…… rJ 
在どの各穏符号がふ"¥，1:'パノに借:われて Lぺたり、「しぇ j、「ふえ jなどという表記があったり、原

形を止めぬよ今な芸術酌(? )左字形があったりする。

助詞「は jも難しい表記のひ・とつである。「たどり読み jの段階でほ、たl.r，てい仁ハ〕と読まれ

て、:奄味が通じ詮〈在る円(C Jとカタカナで音を示す，) rぼく註 j、「それJiJを仁ポク竺〕
fソν2)去読めて l~ る 5 歳兜でも「それ kJ ね J という表記に出会っ士会主、 fゾレハゴト〕と読ん

でしまってすを味がとれなかった企いう桝がある口その子は、「それは jを「ソレワ〕と絞めるんプぜ

かム「それ控 ね J~\.r， 今ふうに舟かち番きすれば..' cソレ芝ネ〕企言究めたのかもしれ左い。と考
える左らば、とれば、介かち番舎の問題止して検討する余地があるといえる。また、「それ-~J を

ヒソ1./ハ〕止誌をp子に対しては、 「それわ l~ いう表記を与えれば、〔ソレワ〕土説めて意味も止

れる工うになるεい今ととも考え人れる。とれ/.-J正書きさに抵触する問題であるが、どむようなと止に

についても、論及してみたい。

どのように、絵本の表記法については、幼児む読みに即して検討すべき問題が多くある口具体的

在検討に入るためには、まず、甲点〉読みの学習・発達過程を蒋理すると止が必事であるので、そ

の作業から始めたレ'loo

在主子、ピソレ三三ネ〕去静λだ平仏教10行先に進むう tコiと、 Cソレ芝ネ 3と読むように右:づた

のであるが、どれほほ、文脈布斉所在どの内符的なものと、とれき~-rに:静得している文嬰!の常識を

rが苧がかり止なっていたよ弓である。どのよ今在面も、読みの金習・発達過程ーを整却する際に見
落してば:をらをいとラ考えるo Lかいあくまで、表記法と読みとの関連性に焦点を翠くむ去には変

りな~

1. 絵本の読みと、その中での読字力の学習発達過程

1) r絵を見るととから絵を読むととへJ はじめは、文字の存在にも気づかないで、母親左
どとコトバをかわし左がら絵を見て楽しむ勺本から意味やイメージを受け取ると凶う点で‘とれば、

読書の始まりであると考えるととができる o r絵を見、絵を読むとと Jはその内容を深化きせ75が
ら、絵本の読みの重要を構成要素としてーその後 Jもずっと続く。

2) r聞き読みJ ;. そのうちに、文字の存在と機能ぞ意味やイメークを運ぶ3 トバを表記tて

いる)に気づくように在る。そして、その文字(文章〉を、せがんで読んでもらうように在る。気

に入った絵本になると、何度も何度も読むようにぜがむというようをととも起る白

とれは、「翫みi唱かぜjといわれて、その意義民高く評価されている()しかし、「読み聞かぜJ

止凶うのは、かとなの側からみた呼び方であって、子どもの側からみる社 i与ば、とれは、， (音声化

された)絵本のF文章を、〈開いて)'読むというととなのであるから、平どもの主体に注目して、

「聞き読みJと呼ぶととにする。
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ねだって読んでもらうというととは、文字(文章)の自発的左読み(r開き読みJ)の始ま bと

して評価.するととができる時

「開台翫;みJは、読字力の一応、の達成までは、絵本の読み.の中心を成す。というよりは、むしろ、

量全宮方:r r南き読みjの活動。 j経験とそが、続字学習の呼び水止なり土台と在るのである。

「聞き統み J!のゆで、平どもは、文章のもヲリズム、意味、イメーク、筋、等々のなもしろさに

触れる。どのようを読みの中?文字に出会今というととは、文字の読みに、正しい万向付けを与え

るo 止問時に、訟もしろLハもの(文章〉を自分の力で説めるように左りたいという気持を起させるo

¥/l¥nかえれば、 r!唱者説みjの活動・経!被は、欲求に根ざした自発的 e 目的的生習への動機づけの

働きも寸るのである白しかも、そのあ手本は、すく'自(耳)の前にある。

ふ以上に重要在のは、「制読み jを繰り返すうちに、「似が自分で113読みたく左 b、
( l-か L~ 説字力は左いので、読んでくれる人の真似をして) r真似読みjをし始めるという、とと

アあるd とれは、子どもにとってほ、]積の模倣遊びであり、模倣遊びという形をとって、自発的

に、自分の声で読み(r真似読みJ)始めるトいうととである。

とのようにして、 「時き箭みJの活動。経験は、文字主主習の呼び71¥となる。

さらにまた、幼児は、豊富在「開き読みjの中ア‘しらず知ちずのうちに、書きコトバを仕入れ

ているのである。凶¥/lかえると、書きコトパの語い、文法等々の言語体系を:豊かにしγいるのであ

る。、それば、ちょ今ど、乳幼児が、まだ喋れない時期から、開くとと Lこょっ!て、話Lコトパを仕入

れているのに似ている。

とれが、続字力・続女力り主党習・発達の際に、土台‘手がかれ枠止して大切左手支部を果す。

3) r真似読み J r時台読みJを、繰り返すうちに耳から覚えたコトパ(短文)で、文章を

統む真似をするように在る。

~IJえば、いかにも喜子んでいるように絵本をめくり?をがち、どの貨を開いても〔トビウオサyノヂ
注4

キルコト〕 と読む(真似をする)口

文字群全体を、漠然と、， '(J.とかたまりとしτ認知しアているため、異った文章を表記している文字

群応対しても包別するこ去を〈、 i司.C;=トイ(縄文)で読んでしまうので、その読み方は‘不正確

であるが、‘しかし、自分の声で読むととの出発として横宅霊的に評価すべきものである。

4) r前。語形読みJ その今ちに、いくつかの頻出詩については、読み分けができるように
在る。

注 5
例えば、 「卒、とうさんJとい5文字群を見て、〔オトーサン〕と読めるようにち:る。但し、 1

字 1字をバラバラに指さLて‘「何と凶う字?Jと、きいても、答えられ在い白

つまり予字形や、!詩全体の形を手がかタとして読んでいるのである白

務形を手がかりとし、.需としてのまとま Dをもたぜて読む読み方をF語形読みJと呼ぶ在らば、

との読み芳、はわr語形読みJというととになる。しかし‘ 1字 1字を認知したうえでの「語形読みJ
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とは区別して考える必要があるので、どれを「前・語形読みJと呼ぶととにする。

5) r字数読みJ 文字群は、 1音ずつを表記する 1字 1字の集担だ・と同うととに気づくよう

に在る。しかし、文字の読み分けは、できないので、この民階の読みを下字数詩みJを呼ぶハ
注 6

例えば、次のような例がある。

「文字を}字 1字会ぎえる指の動きと、発音とが 1対 1の対応、を示すよ今に左りました。けれ

ども、文字相互の形のちがいを見わけて、読みわける t¥i¥う態度は主だ出て台'I-lナん。絵本の

題字を 1字 1字なさえて「 γ、ミ、ズ、夕、夕、ロ‘ウJ、まだ字が余っていると、続けて

「ノ、ホ、ニヘデ、スJ左どといってh ます。

6) r]字読みJ(.ひらが左の発見!) 酌形や音節の弁男IJ力を裏付けとして、一定量の「前

a詩形読みJと「字数顎みJの巾から特定の 1文字が、それに偶有の音節を表記しているというと

とに気づく円
注 7

とれは、ひらが左の基本構造を成している各 1字τさ各 1音 のルールを発見した[-¥i¥今ととで

あり、とれとそ、れらが在の発見 ξ呼ぶにふポわLい大事件である口

例えば、r..:t"かあぎんJ、rj;-，ねえきんJ、「金かしゴの中の 3 つの r :.t~Jは、問じ竿であり、

「ォ jという音を表記する「なJという字をのだと¥i¥うととがわかる口

との常習の成果は、次々を偽の字の生習に転移し、‘先ちまちの今ちに、-)湿りのひらが在をうまえ

てしま句。

との段階の読みは、既に知っている字を見つけて喜んだり、ぎだ知ら在い字を見つけては、「 ζ

れ何と凶う字?Jと開くと凶うように、主として、 1字 1字のひろい出し読みであるので、 r1宇
読み ~l と呼ぶととにする口

との過程では、各1字芋培 1音の jレーJレに外れる文字表記〈特殊表記)除、マイナスの婆悶とし

て働く白例えば、 「ぼくはJと「ちてわJ'と「とのはゴとの3づからは、 fはJの個有の背価カ1

Cハ〕在のか仁ワ〕在のか迷わせるととに在る L，; Cワうを表記する字がFわj左のか「は jなの

かまぎらわしし令。

特殊表記と呼ばれる表記は、すべて、多かれ少在かれ、とのよう在問題を抱えてしぺるので、とれ

を特殊表記の問題として検討む項目にあげて好く。

また{とめ段階では、字形の弁別も問題と在るので、絵本になける字形も検討の対象と在る。‘

7.) rたどりe読みJ 読める字が増えてくると、 Cオ、九芝、サ、 y、1士、………〕という

ふうに「たどり!読みJを始める。文章を表記している文字を、たどって 1字ずつ読んで(音声化し

元)いるだけであり、意味はとれて凶左lAo
法 8、

そのため、縦書きの文章を、左の行から読んでいても、平気で読み進むとしqうζと屯起るj ‘

また、それ以前に)立、まがりなりにも、〔オト士サン〕と、読め七¥h.7をも'のが、 Cオ、十、;皇、
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サ、ン〕というように、たどたrしく、しかも‘「とう jを〔トー〕でなく、仁ト、立〕と読むよ

うに在る左ど、一見、退歩したように見えるが、実は、次の「語形読みJへ進むための 1段階であ

って、決して退歩では左い白

め 「詩形読みJ ; rたどり読みJを続ける"'¥ちに、しだいに、語や文節としてのまとまりを

もたぜて読むものが多く在る。例えばγ「かかあきんjや「ありましたJなどを、ひとまとまりの

ものとしてスラッと新めるように在る。

主れは、.(オ、カ、 7、サ、ン〕や仁ア、.1)、マ、旬、タ〕という響舎が、諸経験、合よび「問

台統みjの経験の中で仕入れていたコトパの fオカーオン〕やCアリマシタ〕という響台を連想さ

寸るために、 Cア‘ 1)、マ、 γ、タ〕と読んで、すぐに、〔プリマシタ〕と、ひとまとめに読み左

:かすよぢに在 t~ .そのうちに、「ありましたjと凶う語形を見るとすぐに「アリマシタ jと読める

ように在るのだと vlうふうに考える ζとができる。

そのために、外かち審者が、随分、助けに在っている。と vlうととは、逆に、分かち書きがうま

〈なきれていないと五常形読みに進むためにマイナスに在るというととである口権端宏例としては、

持の途中で行変えしたために「りましたJとなっている視のものもある。したがって、介かち書き

や行変えのしかたも検討し在ければ?とら在Vlo

分かも持者が「詩形読み jのために都合よく左きれていても、〔キ竺ウ〕、仁カJどパ〕在どのよ

うに、「たど b読みJの音の縛台が需の響きと、くいちがっている場合在ども三「語形読みJに進

むのが不利である。したがって、ととでも特殊表記が問題と在ってくる。

~}， ~センテンス読み J きらに進んで、文のかたまりを意識して読めるようになる白テニア

ハの読みも、との段階で問題に在る口

文のかたまりを意識Lて読むというととは、文の構造を意識して読むというととであるが、その

ようにたるためには、これまでの言語経験が土台になって凶る。事按には、「聞き読みjで仕入れ

た各種の文意MiI¥枠として働いてvlる白つまり、「たどり読みjや「語形読みjで音声化したが、ま

だ、文としての構造を持ってしq在ν玉、 ¥nくつかの音の並びを、との枠にはめこんで、それぞれの位

置を持たぜると凶うととが、頭の中で行左われるのであるD

当然、との枠の中では、助詞は、〔ワ〕、〔エ〕、('7 )在どの音として登録〈記銘)されてい

るわけであるから、〔ハ〕や〔ヘ〕の音とは、すぐには結ひeつかない。

たとえば、 「ぼくはjという文字を読んで〔ポク三〕と音声化してしすぐには、枠の中に、は

めζめ在いのであ.る。 l"，7J込し、自分の語いや、文脈の前後穏係、長よび、頭の中の枠在どを総合し

τ判断すると、どうも ζれは Fポク豆〕という読みにあたるのでは左いかというととまで感づく
ととはできる白

ザそL"t、 ζV!蕗じを、 fはjは〔ワ〕と読むことがあるとV;Iち知識と結びつければ、 Iあっ〔ポ

クワ〕だjということになるD
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ーどのような操作を必要とするために、助詞「はjを含んだ文そのものの読み取りが、それだけ困

難と走り、したがって「センテンス読み Jに進むのを遅らぜると¥.nうことが推測きれる。、

結局、助詞の「は jをスムーズに読めるように?をるには、文の構造の意識だけで在く、そのうえ

に、助詞Cヮコ立「はJと凶う表記法の規則をのみ込んでお、くととが必要と在る。ーたんのみ込ん

でしまえば、助詞表詞「は jの存在は、文の読み取りを助ける手がかりと在るが、しかし、幼児に

とっては、そとに至るまでの過程が問題と在るのである。その過程にないて、絵本の表記法はどう

あるべきかとい今ととがととでの埼討課興とをるのである。

現状の表記法は、文節どとの卦かち書きが在ぎれているため、助詞の「はJは、ひとかたまりの

文字群の 1番今しろに位置するととになっているので、そのとと自体が、すでに助詞「ば jの読み

升けのための手がかりと在っている o す在オっち、 引下の「はJ" ~ま仁ワ〕と読ものだという台まり

を知っていれば、た同ていの場合は、助認の「は jをどワ〉と読めて意味も取れるというようにな

っているのである。

だが、それにも例外があって、 「それはね jカζ ひとかたまりにをっている場合、視覚的に、

町下の「は J~，と認める ζ とはでき在〈在る。また「かれば J (枯葉)の場合は、視覚的にほ m下

の「はJ"だが』どれほ〔ワ〕と読んでは誤読とをる。つま b、会かも書きという表記法が、助問

「ば jの読み、ひいては、文の言売みのために助けに在って.lt:>るが、しかし、きらに格討する余地が

あ石のであお。

助言司に楳ムず怪文や文章の構造除、文字の並べ方(介かち書きや行の作り方在ど)によって、あ

る程度、視覚化できるので、文字の並べ方一般についても検討を加えてみたい。

桧本の表記法としては、文字の並べ方だけで在く、助詞のCワJ..Cエ〕を発普通りに「わJ、

「えJと表記するとい今ブヲ法も考えられるが、それは、一殺に行在われている表記法とは奥，るので、

M っそう慎重在検討が必要と宏る。

「センテンス読みjの段階では、とのようなととが、表記法上の検討課題と在る。

その後も、読みの深まれ広まりには、一生涯、際限が左いわけであるが、ととでは、とりあえ

ずu 絵本の文章が一応読めるように在るまでの過程を1バターy化して整理し在がら、表記法上の検

討課題をピックアップしてきた。次に、その具体的左検討に進む。

E 絵本の表言棋の検討

1)特殊表記

①腕表記下んJ'; rんjは』少し努力すれば〔ン〕という 1音(半音節ヤとして認知で

きるので、「んJ?(ン〕レミうふうに、各 1~存之各 1 音のルーノレにそって認知できるので比較的容

易左文字である口したがって、絵本の表記法としても、特に問題とならない白
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②促音表記「っJ; 例えば「沿っと j の場合、 3 字で 2音節を表記してなれ各 1 字ζ当~]

音のルールに夕、lれているため、読字学習に、それだけ国難をもたらすと考えられる口

7吃が、それも、「っ jにあたる部介を 1拍の「っさE右音Jとして認知して、「っ Jご仁ツマノレ
1拍 3と凶うルールを発見できればよいわけであるが、そう学習する過程に、いくつかの悶難性が

横たわっ，ている口

「つまる 1拍Jには、 t ， p ， k ， S iをど幾種類かの口の構えがあるが、それを表記する符号と

しては、「つJという文字を借用したものがひとつあるだけすある口との事情付、 r1字読みJに

進む過程にまぎらわしさを生じさ廿ているロ

・'ff，jと、「たどり読み」から「詩形読みJに進む際にないても、コトパの響きを手がかりとするう

えでマイナスの要図と在る。例えば、〔オ、ト〕という 2音節の韓きが、仁オト〕という 2音節の

路の~~舎を、すくに連想、きやるが、それに比べて、仁オ、芝、ト〕という 3 音節の轡きは、 C オッ

ト〕という 2音節の諮を連想・きぜにくい。

それゆえ、促音の表記には、かまりの配慮が必要とされる。正警法の変遷の中で「っ Jを小書す

るように在ったのは、そうい今点からも高〈評価できる。

ととろが、絵本にか凶引才、「つ Jは、小きい場合でもす、ひどい場合には、他の字と同じ大き

ぎをしていて、しかも‘活字 1 つ分の空間を占めていると~うのが実状である。

「つJは÷以下の大刊にするか、脇にはみ出きせるかして、「つJとの悶Ijをハッキ内ぜる

ととが必要である口また、前後の字との間隔をぜばめて、〔ツマノレ1拍〕の記号として読まれやす

いようにする7をどの配捜・工夫が必要であろう。

③ WJ背表記(rきゃ J) ; 例えば「きゃ Jの場合、「き Jと「やjの2字で、〔キ〕でも
ピヤ〕でも在い‘ーいわばその合成に.工る仁キャ〕という 1音節を表記している。そのため、本来の

「者 jと「やJを学習する!療に一定の混乱の要因と在るというととが考えられる。また、「きゃく j

を読む際にも、 Cキ士ク〕と読まれやす凶ために、語としての読みとりにマイナスの要因として働

者がちである。

表記法上の工夫としては、下きゃ」を「き jや「やjと区別しやすくすると凶うととが考えられ

る。正審法の歴史にないて、動音表記の「ゃ Jを小書するよ今に在ったということほ、その点から

も評価できる。

ととろが、実際に絵本をみると、 r~J があまり小割れていか。ほとんどが、髄悼のす
以上の大きさである。中に材、他の文字と区別でき在凶ほどの大きさのものもある。典型的左例は‘

「キャン jや「シチューJと凶うよう在カタカナに添えられたふりが左である。それは、「き ゃ

んJや「し ち ゅでJ、とい，うふう Eに在っている。

改善策としては、まず、fnJをざてお、いても、きまりど治bに「ゃJを小番すべきであろう。その

うえでー私としては、「ゃJーをす以下に小脅するとと、卦よびrきJにくっつけ究表記(印刷)す
るととを提案する。そうすれば「き JゃrゃJとも区別しやすくまるし、〔キャユという 1音節と

→ 50-



して読みやすくなると考えられる。;まかの報j音についても同様である。

④長音表記 r現代か左づかIAJでは、了、イ、ウ、エヂlt.長音は、それぞれ、「あJrいJ

「う JrえJを使って表記するように在っているが、コゲ列長音充けは「う jを使うととが本長uとさ
れているため少し複雑に在る。絵本の表記法では、そのほかに、 r-Jを穫ったり、母音字を小饗

したりするなどの表記も行なわれてをb、問題は、さらに込み入ってくる白したがって、ととでは、

いくつかの項目に介げて畏音表記を検討するととにする。

④ア、イ、ウ、エ列長音表記(rかあさんJrにいきんJrふ令ふJrねえきんj在ど); 

Cカー〕も〔ニー〕、 Cフ-)， cネー〕も長凶1背筋であるが、しかし、のばす部舟を区切って
C力、ア〕、 fニ、イ〕、〔フ、ウ〕、 Cネ、エ〕として認知するとともできるから、比較的易し

い表記である。

@rへと2わJ、「ぜんせ己J左ど; とれらは、 Cヘエわ〕、〔センセエ〕という発音に対応し

ているだけ在九問題はだいが、幼兇は、とれらの語いを耳から習得しているため〔へーワ〕、〔セ

yセー〕という発管に対応、するととが多1凶。そうすると、長い 1背節が2字で表記ぎれているとい

うととのほかに、ビエ〕音がC~Jで表記ぎれているととになり、幼児の統みにとって間離の嬰悶

と在る。

との稀:の表でについては、はっ台りとエヂIJ長音表記の rlハjとして特別に配隙する文字指導も打

ち出されている程である白在仏vf、表記さ左上の主夫として、 γぇJを使って表記すると tAう案も考

えられる G そうすれば、「ねえきんjと同様のエヂIj長音表記となって、比較的平易化できるはずで

ある口

だがしかし、とれは、そう簡単には解決しをい問顕在のである白〔ヘイワ〕と発音すべきか否か

は、ひとまず援くとしても、事実の問題として、かなり事くの人々が、日常でも、ハッキ 1)と〔へ
注]0

iワ〕と発音しているとい行 ζ とと改たまった場合には〔ヘニiワ〕と発膏きれる というととが

あるからである。したがって、「え Jを使う索は、今のととろ保留してなくべきであろろ。

s'a f e ( s e if 1. •• c a k e C k e i k )から来た外来語がCセーフ〕、〔ケーキ〕とエ初j表音に発

音きれ、「セーフ J、「ケーキjと表記されていると凶うととは、との問題をさらに考えるうえで

参考に在ろう。

@ォ列長音表記 r台骨きいjの「訟なjも、「かうさま jの「拾う jも‘幼児にとっては、

向じオ列長音に問えるはずである。「ま?なJの方は、ほほ発音どま;..bの表記左ので比較的問題が少

tパo r j;..う Jの方は、 Cオ〕音を「う Jで表記するととに在るから、「なjと「う jの1字読みに

進む際にマイナスの要因と在る。また、「たどり読みjから語としての読ふに進む際にもマイナス

の要因と在る。さらに、長音表記の「う」は「とうしJ(小牛〉などの「う Jとの区別がつきにぐ

レ)0

ト._"'.r....=_"n"'nLa:t..J. -.....f-1'"..~. ..!法11'
「現代か在づかいJでは、「主として伝統的の番記習慣を考慮j して、オ列J表音の表記に「う J

を使うのを「本則Jとしている。しかし、読みの入門期にある幼児にとっては、 Eオ〕音を「う j
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ア表記する理由時理解でき?をl/)('>したがって、絵本の中で、オ列長音表記の「う Jに出会内三とは、

幼児に浪苦しを疋♂ぜる原因に在る口一方、幼児にとってオ手11長音に間jとえるものの表記で、「な」

を採用しているものもあるむ(rな為、きいJrと金いJrと台!JJ .…・・オ列表音とはきれて¥/>ない)0 

また、オ亨IJ長音表記の本則としては、「ぅ」を採用しているが、「卦Jの使用も認められている o

絵本ア村、 「訟がき凶J在どのグループ以外で、オヂIj長音表記に r:iシJを使ったものは「長沿いj

(呼び声)rほかばJ在r儲か?とすが、その例はある。「う Jか r;t>Jに統ーするとすれば、私は

i;j:ヂJを採用したl/¥o その方が、幼児の説みにとって易しいかちである。そして、読みにか左り習

熟した段階で、ォ?ili-侵音の「かjと「今 jの讃;台分けの指導を、きちんと行い、本則どb りの表記

法に1針子するようにした方がよいと考える。

ピオーイ)( (呼び声)の表記法は、「沿うv>Jrなう1.'J r:i訴訟いJr金ういJr かーレ~J など

が、絵本によってま丸まちに行在われているD との中のrれかに統一するとすれば、私ほ「か沿いJ
をとりたいが、しかし「公ーいjという表記法も捨てがたい。

⑪長音符号「ーJ; 声をのばすi第令や外来籍、擬音詩在rの場合、 r-Jが長音符号として使
:われているととが多 ¥/>0 rふか-¥oJ、「わーしぺj、「すーぶj、「うー今一ム 「ずしーん」在

rがそ今である口 1-Jを「のばすしるしJとして認知し‘また、 i長著として読むように在るとと
は幼児にとっては、離しいととでは在凶と考えられるので、 r-Jの使用はぎほど間関が在いとい

える白

空た、普通以上にのばす場合は、

「恥一一一一一一一一し'iJ

とM うふ引こ表罰できさ、ので便牙iJ-rあろ n ただし、その場合、開をがいたり、余韻をもた廿たりす

る「一一J(ダッ γュ〉唱向しをいよ今に配慮する必要がある。絵本によって付、同じページで、

長膏符号としての「一一 jと!却をなくにeめの「一一 jとが5怒り合わせ?使われていたりするものが

ある。絵本の場合は余白が十外あるの?、それを活用して、ダヮシュの効果を出ぜるはずであるか

九、長者符号と混同事ぜ左いためにも、一定段憎まではダッ γュの使用をきし控えるべきだと思今

がその事につ同て目、後に各種符号の項で論じるととにする

⑤ 助詞表記円まJrへJrをJ; 国語審議会の報告で「助詞の「はJrへJ.rをJは、ヮ、

ェ、日発音するが、どれけ従来の書記習慣在どを顧厳して本員Ijとした j注払われている。

幼兜の読みに閉して考えると、助詞 rv-.r Jは、「はJ*'rわJのr1字読みjに進す比奈にまぎら

わ.しぎの原因と在九 「センテンス読みJ'こ進むi祭にもマイナスの要因として働くととは前に述べ

光通りである。助詞「へjについても同じととが言える。助詩「をJについては、他の字を借用し

たわけではなく、 「をJはCオユとしか読め在レョという点で「はJや「へJの場合よ bも困難性は

少いカえやはり、 r;j;-'Jとの間でまきやムわしさが生ずるo

したがって、絵本では、助詞も発音通りに「わJrえJrな」と表記すれば、その困難性は在く
合ると湾えられる。そして、絵本をより読みやすく親しみやすくできると思われる。

助詞「はJiへJrをJの表記は、助詞を視覚的に区月Ijしやすくしていると凶うととがあるが、
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それは、劫詞表記の Jレーノレを習得し読み壊れた人にとって見介けやすく在るというともとであって、

まだ読みの入門期にある幼児にはあて付まら在い。絵本に:t-，.¥;')ては「吋 JrへJrをJによらずと

も分かち書きの了夫によって、取1詞の覗党化は可能である。

「わJrえJrな屯l-r読めても、一般の表記法や教科書は、 r1'J. J rへJrをJを伊いているり

で、先ざきi理るととにまるの?、絵本も「はJrへJrをjで茨記すべきであるとW 今「静育的j
埋出で「は JrへJrをjに間執するとすれほ、それは当ってし勺在加。平易者表記を通じて、絵本

の文章を読み詔しむとととそが、次の殴階でrrj: J rへJrをjの表記法に移行するための大仰や
注目

土台と在るのである O

ぎて、尚詞を吋営欣に区別できるようにする 7モめの介かち書きの工夫につMて三考えてみよう口分

かち書きは、た¥;;てい文節を 1単位として行在われてh るの?、それだけでも、ほとAeの助認は

見分けがつく。つまり、凶ちばん下にある字が助詞にあたるのである口しかし、それでも、「かれ

はjや「それはねJの場合は区男性がつかないので、づ子かち持主 I.;t、必ムず助言司がいちばん下にくる

工行にし、かつ、助詞表記の文字とその前わ字との問に堵学之介の!玄きをとるよ行にすれば工¥;;C.) - J '- --"' 1-4 ， -- .' l-1;  2ー

である。そちすれば助認を視覚化するととができる。

どの表記法による絵本を需むうもに、 ftj)柄の帝枠イヒも、続党をi前Lてイ尽進ぎれるかむしれ:をい。

また、助詞の「は Ir'へJが怖われている場令でも、ケのやり方ア介かち持ききれていれば、ふつ

ろの「ば jrへjと区男!jtて読むための助け(手がかり)にをり枯渇。したがって、「わJ下えJ

「卦Jを1案用Lをh とLマも、どの介か弘警きだけでも採用しマもらいた凶n

助詞表記「わJrえj記 「現代か在づかい一J-rも許容ぎれていあが、「かJば許容ぎれてから
注14

ず、 且つ比較的読み易凶ので、「わJrえ」だけを絵本のう是認法に収用するという方法もある臼

⑤r¥;;今jと「ぢーづJ i雪う jはfュ'-:"Jと発音されているが、 「凶う jと袋詰してある α

大正 13~庄の改定索7'[~は「ゅう J としぺう表記も採用ぎれたととがあるが、]克在?は、活用上の理由

から「ν古今 Jと¥r":¥う表記が採用きれて凶るo 幼児の読みの段階では、 ζれも発音どがりに「ゅう j

と表記した方が易じいという.ととがいえる口そしで活用のま事棋と平行して「凶うJ'こ移行するとい

う方法もある白

また、普通、「ぢ、づJと「じ、ずJは発音上区別され在いが、 2諾連合と同音連呼の場合、

「ぢ、づjが使われるが、幼児にとっては、どちらも rジ、ズ〕という音にかわりがまいため、そ
の区別はできにくい白e したがって仁夕、ズ〕を表記する文字が2種類ある ζ とに宏九その点では

幼児の諒みにとって、 「をJと同じ問題をもたらす。しかし、読みの場合には、「をJの場告ーと同

様 1つの読み方しか左いから比較的問題の少在い表記である o したがって絵本の表記法とレ!でほ現

状のままでよいと思われる o しかし、幼児が書く場合、「ぢ、づJと「じ、ずJとの書き分けは要

求すべき段階に在い白

2) 文字の並べ方

-53-



文字の自己援を決める要素としてレイアウト上の都合左どがあるが、しかしそれによって幼児の読

みの売めの配慮、が犠牲にされではをら在い白ととでは、幼児の読みのための配慮を倭先させて文字

の並べ方を検討してl/)<。

①分かち書き九いてい文節どとに行在われているので、それに助詞の前の活字伊だけの

分かも脅舎が加味きれれば、かかむね現状のままでよいと思われる。

②行のっくり方; νイアウト上の都合でか在り犠牲にきれている。特に翻訳ものでは絵と文

字の町鐙関係が原本に合わぜてしぺるととが多M ため、円本語の文章が、不自然、右!ととろで行変えき

れて1/)るパどとがある白翻訳ものに限らず、行の作り方を、ての構造以外の基準で規制したと思われ

るものに、そ今川今明治・~lハ。例えば、 r (略〉凶っしょう へjで行がかわって「凶わ(略)J 

と続lハてlハたりといち工うを榔端宏例は少いが、とれに類するものは多く見つかる G

私の実アは、行付できるだけ文のかわりまで続けて 1行になきめろように寸る凸行変えすると争

ば、皮切りよ IAととろで区切る。次の女ばまた行を改めて始める白 1文どとに行間を少し広くとり、

1文のまとまりをハッキりぎ寸る円段落の 1字下げはせずに、必要在らば、行間を広げるととによ

ヲて段落の区切り脅示す 1i扇面の文章けで合るだけまとめてかく o 絵の色にま宮れてJ文章を見失

ったりど弘ゃどもやして見にくい工うな配置はせずに、すっきりと文字群をうき立たぜるロ行は〈
注目

にゃくにゆがめずに全っ直ぐにする 。とい内ようなととが考えられる口

との工うにすると、行末の線がデコポコに在ったり寸るが、レイアウトは、できるだけとの工う

を・x字配栂に合わせるようにする。
実際上、絵木 1('-はいろいろなねらいがあるために、との通りにはいかを ¥Aが、要は、幼児が自然、

広瀬を追って嫌に読めるようにというととを念頭に置いて行の配列を工夫すべきであると凶うとと

である。実際に幼児が読むのを見て凶ると、行を見失ったPしていると!とがある口

@縦審者と横書き; 幼児にとっては、上から下へという順序性の方がつかみやすいの Jで、 1

行、の甥舎は‘縦書きの方がIU員序よく読みやすいが、被数行の場時、左の行から始めるか右の行から

，始め:るか迷うととがある口横書きの場合は。左から右へのj顕序がつかみに〈いが、複数行の場合は

上の行から下の行へ進むn蹟序はつかみやす加白

その:ように考えるとfタイ;十ル惇縦脅きの方が、幼先の読みI1買にか在つ:ているとも考えられる。複

数行の場合は、縦審きで‘行rの主主'ぺ?芳を、頭が右の方が高く在るま J引こして、右の行から読みはじ

めやす同ようにするといトう‘立を・も考えられる白とのととは、幼児が自分の読んで凶る音-と、文字と

の対応，，'j;-，.よび、「たどり読み下Jしτ音声化した音の連左タと、白語ヤ文との関連性をつかむうえで
意味を持ってくる。

3) 各種符号(、。 t. ?口……一一一 r J ) ; 凶ろいろを符号が使われているが‘ ζれ

らは、み在、絵本の絵や空白部分の活用によって表現できるものばか担であるo絵本では、文字に

必
呼
に
d



はじめて出会う幼児や、やっとたどり読みし始めた幼児が、とれらの符号にも出会うわけであるか

ら、.むやみに使うと、かえって混乱のもとと在る o特にダッシュは、いく種類もの用法がなきれて

いるし、長音表記の符号と混同する危険もある。絵本は、小説左どとちがって、絵や空白部分が十

分生かせるのであるから、それによって表現するようにすべきであろう O たとえば、 「一一 jのか

わりに活字数偶分引きは在したり、行簡を広くしたり、ベータを変えたりをrの方法があるo 撞端
にいえば、絵本では行の作り方4存分かち醤きを工夫しきえすれば、各種符号は俺わをくても祷むと

までいえる。私は、極く初歩の段階ではそ今してもよv...と考えている白そして徐々に一段階に応じて

に。 JやrJを導入していき、つレ1にはr--Jをも導入してくるというようにすべきであると考え

ている。

めその他; 絵本の中にけ、常惑を込めてデフ才 )1，メ(変形)された文字がある。特にタイト

ル字にばか?をりある。しかし、同じめて文字に出合う二子こどもにとってそれがrぅ作用するか考えて
みる必要がある。タイトル字方?どは、「前・詩形読みjの対象に在りやすい文字であるので、いっ

そう考慮の余地，があると思う。

また、「ふえるじ在んど jや「くわーっjというよ今在、 50音表には?とい音の表記もある口外

人名や、接膏評や方言在rの表記にイをわれているのであるが、とむような表記につv...ても幼児の読
みとの鳴係で考察する必喜子がある白表記法についても字形についても、私は規制すべきだという考

え方を持っているわけで付ないのただ幼児の読みにとってどうをのかと同ろととを考えて、 i立附化

して与える必要があると考えているのである。そして、幼児の読みの発途の道筋の~J方に、基本か

ら飛びたった、自由な創造的方多種多様在表記法を見ているのであるハ

5)表記法に関する提案のまとめ

まず、技術的在問題きえ解決すれば、すぐにでも実現可能をものとして、①「っ jを士以下にし

て、前後の文字との間隔を縮めるとと。②「ゃJrゅJrよJを士以下に小事レて、z前の字に寄せ

るとと。③助詞表記の文字が最後にくるように分かち書きし、助詞表記文字C前を活字炉あける
とと。④文字の配置は、すっきりと見易く。⑤ラ変えは慎重に口信次の構造にそった行のっくり方

をロ①「一一一 Jの使い方に注意するとと。⑧字形はなるべく平易に。左どが提案きれている口

「現代か在づかし")Jで許容すれては凶るが一枚の表記法や学校の教科書とくいちがうもの、した

がって、絵本の表記法として実際にうけ入れられるまでに、いくつかの解決すべき困難があると考

えられるものとして、①ォ列長音表記「う jを「金Jにするとと白②長音表記に適宜r-Jをとり

入れるとと。③助詞表記を発音ど金りに「わJrえjとするとと o告洛種符号をできるだけ使わ左

いとと。在どの案が出されて凶るが、しかし、とれらは、すべて、一椴の表記法や学校の教科書を

ζのように改革しよ今と凶って回るので同をく、その前段階になける読みのための配臆ー工夫のた
ぶ、.

めの案なのである。したがって一般の表記法へC移行も段階を踏んで用意されてい左ければ左らな
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また、「現代か在づかいJで許容されていな凶ものとして①助語表記「:恥Jをとり入れる索、②

「いうJ(言う〉を「ゅう jと表記する案、③エヂiJ長音に発音きれる「いjを「えJとする案在ど

が出たが、これらについては、結論を出さずにさらに検討をつづける必要がある口

7) r入門か左づかいJの構想、

幼児の読みに即して、表記法を検討してくる中f、r現代か左づかいJに合まれている特殊表記

が、関離の原因として前面に出て来た。つまり、各1宅手各1.音の対応、から外れるものが読みにと

って悶離の原因と在ってM るのである cそとで、「現代か在づかいjの枠をはずして、できるだけ

?:rl字正当 1音と在るようを新たを表記体系を構想してみた。そして、それを「入門か在づかい」

と名付けた。

「入門か?をづかいjは、結局、「現代かなづかいJのきまりにそった表記法の読みへの橋わたし

をするためのものであるかちw' r現代か在づかいjの表記法にできるだけ近いもので在ければなら

花い。したがうて、手を加えるのは特殊表記だけであれしかもできるだけ原形を保つようにした。

①「んJは〔ハネノレ音〕を 1音とすれば、各 1字正当各 1音とをるのでそのままでいい。②「コJ

は、「つJと区別するために、 「つjとは月IJの記号「っ J( rつまる字jあるいは「つまるしるLJ

と呼ぶ〕で表記する。そして始めかムCツマjレ1拍〕の記号として数える口と今すれば、 r-J J~ 
〔ツマル 1柏J(各 1字正格 1音〉と左九「つjとの間に生じるまぎムわしさは在く在る。需と

して読む・;場令にも、〔ツ〕と続むととけ左く在り、はじめから〔ツマノレ 1拍〕として読むように在

ると考えられる。Q)r告や j付、 2字で〔キャコという 1音節を表記しているので、 1字に合成し

てr~ J c¥/lう新字(cキャ〕という名古えの字〕を作る o そうすると各 1字ε培 1音と在り、
「き Jと「やJとの混同もな〈オt1)， 読まれる場合~~ (キヤ〕と読まれるととも左くをる。つま

りとれは「き Jでも「やJでも在くはじめからどキャ〕という 1字として認知ぎれるはずである口

(討委?告は、音どなbの母音字かf-Jをいるととにすればよい口語fみにとっては易しい表記である。

⑤助詞表記は「わJfえJr j:，-.JとするD ⑤「いう J(言行)は「ゅう」にする。⑦「ぢ、づjは
そのままにする。というようなものである口

実際に、との表記法が読み易いかど今か、そして、「現代か在づかい Jへの移行がスムーズにい

くかどうかに・つ\/lては、今後、実験的に確かめられ在ければなら在い。また、 r~J や「さ与 J 在ど

という新奇左ものも入っているため、との表記法を実行に移す前に解決し左ければ在ら左い問題も

多く、さらに、いっそうの研究を重ねなければなら左凶。

注1 村石昭三『 ζとばと文字の幼児教官』 ひかりのくに S、49.，p. 69 

注2 村石昭三『入学前のコトパと文字の指導J 明治図書 S.40，p.178 

注 3 レオンチェア『子Jもの精神発達』 明治図書 s. 4，2， p. 9 
注4 保育所 3才児クラスC女児

注 5 児童留議館に居た4才男児
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注6 清水民子「文字をなぼえるまでJIFちいさ凶左か芝j] 1972第1(}号 p.19 

注7 ふつうは r1字‘ 1音Jというふうにいわれているが、ととでは、文字と音節の対応関係

の設と種類との一致を表わすために各h …・というふうにした。

E主8 !!ゴ]蒋:留年長総の男児

注 9 高梧太郎lia本語の教育i 明勢房 8.45 p.127 

注10 NRKIl日本語発音アクセント辞典J

注11 安蕗正次 r:現代か在づかいに関する主査呑畏長報告J

注12 国誇審議舎 f正書決について J(~J.7.5)

注]3 日月足学問・同葬苦slJもじの段ん 1では助言可を「わjで提出して、それを「ほ jに移行さ-tt

るように試みている口しかし、それは今まくい:がなかったようである白

「わJの表記を¥:Jtんだ経験が土台にすって在かったのがその!京国であろう

注]4 吉野忠「現代九走づかいと正書法Jrr覆刻・文化庁閣詩ツリーズW 表現・表記J
:事1;-育出.~反 p 2 ~1 

注15 絵本の中に付、とのような例が実際にある口
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